
校長講話 H28.6.22

この写真は、３年のお友だちが水やりをしているところです。

綿を育てているのだそうです。お布団などの中に入っている綿

を見たことがありますか？

どんな花が咲いて、綿がどのようにできるのか今から楽しみで

すね。また６年修組さんでも、楽しい計画が進んでいるようで

す。また皆さんに紹介があるかもしれません。楽しみに待って

いましょう。

さて、１学期にみなさんにお願いしたことが３つあります。

そうですね。「あいさつ」「名前を呼ばれたらハイの返事」そして「くつそろえ」です。

今日は３つのうちの「くつそろえ」について考えてみたいと思います。

それでは昇降口のみなさんの下駄箱の様子を見てみましょう。

今週月曜日の朝の様子です。月曜日なので、土日にたくさん遊んだり

スポーツをしたりお出かけしたりで、ちょっぴり疲れて登校してきた

みなさんの下駄箱です。さあ、どうでしょう。

６年生からです。・・・・・・・・１年生も立派にそろっています。

さて、いつもの外トイレです。中に誰もいないことを確かめ写真を撮りました。男子トイレはどう

でしょうか？次、女子トイレはどうでしょうか？どちらもスリッパがきちんとそろっていますね。

去年の９月にお話ししたことを覚えていますか？

写真の左側の人は、長沼健監督、サッカー日本代表の監督を１０

年以上続けた名監督です。

右側の人は、川上哲治監督です。読売ジャイアンツを９年連続日

本一に導いた監督です。

この二人の監督が、一流のサッカー選手や野球選手になるために

は、２つのことができないとなれませんと言っているんですね。

それが、あいさつとくつそろえなんです。

みなさんもくつそろえ頑張っていますよね。

でも、残念な姿もあるんです。

最近校長先生は「靴そろえ」で、とても悲しい思いをしました。それは、運動会の時のことです。

途中で来入児の旗拾いの前に休み時間がありましたね。そのとき、トイレに行く人たちが、外トイ

レの所から靴を脱いで、トイレや校舎の中に入っていったんです。そのときに靴がみごとにばらば

らでした。その乱れたばらばらな靴を見て、校長先生はとても悲しくなったのです。

みなさんは、昇降口にはきちんと靴を入れられますが、よそではどうでしょうか。

例えばお家の玄関では、あなたの靴はどのようになっていますか。親戚の家に行ったとき、お友だ

ちの家に行ったときあなたの靴はどんな様子ですか？



はきものにはその人の心が残ります。

この写真を見て下さい。南長野運動公園のプールにあるトイレのス

リッパです。プールのお掃除をいつもしてくださっているお兄さん

がいつもスリッパをそろえてくれています。このお兄さんはいつも

「こんにちは」と気持ちのよいていねいなあいさつをしてください

ます。

みなさんはこのスリッパを見て何を感じますか？お兄さんの心がス

リッパに残っているのが見えますか？スリッパを使う人のことを考えていますよね。履きやすいよ

うに向きがきちんとそろっています。おにいさんの優しさや思いやりが伝わってきます。

この日も、スリッパがきちんとそろっていて気持ちいいなあと思いながら、先生は１時間ほどプー

ルで泳いでいました。そして、プールから戻るときにトイレを見ると・・・・・・

どうでしょう？このスリッパにはどんな心が残っていますか？

次の人のことを考えない自分勝手な心が見えてきます。乱暴な心も見

えてきます。意地悪な心も見えてきます。

自分が何かをしたあとには、必ず自分の心が残ります。

例えば、今の自分の教室の自分の机と椅子にも、この体育館に来る前

のあなたの心が残っています。

あなたは自分の机と椅子にどんな心を残してきましたか?このあと教室に戻りますが、あなたはど

んな心を教室に残してきたのか確かめてください。

さて去年も紹介しましたが、この詩を覚えていますか？

篠ノ井の円福寺というお寺の和尚さんが作った詩です。

先生はこの詩を暗唱できるようになってほしいなあと

願っています。

それではみんなで読んでみましょう。

これでお話を終わりにします。


